
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年１１月１５日               NO,６７７ 

 

赤城山北面道路 

 赤城山北面道路は、県道沼田赤城 

線（県道２５１号）が正式名称です。 

 起点は上沼須町の交差点で、終点 

は前橋市富士見町赤城山１－２です。 

 砂川の鷹巣から赤城山の五輪峠までが「赤城山北面道路」

とよばれ、昭和５７年（１９８２）に現在の道に整備され、

その年の４月に開通しました。（赤城国体の１年前に開通） 

 この道路は古くから砂川と赤城山、前橋市をむすぶ道路と

して使われ、赤城往還ともよばれ、明治・大正時代の歌人・     

随筆家だった大町桂月が、赤城山の大沼か 

ら、追貝の猪鼻の滝をめざし旧道を通り、

追貝にやってきたことなどを「関東の山

水」として紀行文を出版しました。 

 赤城山北面道路の途中には、県指定の天

然記念物だった、ヒカリゴケ自生地の跡

（写真左）の標柱が建てられています。 
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菅
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助
・
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 望郷の湯や農産物直売所の「座・白沢」を運営する白沢振興公社の職員

と市議会経済建設常任委員会が５日、懇談をおこないました。 

               今年度に入り望郷の湯の入館者数が激減

し、売店、レストランなどの売上高は昨年

と比較すると減少しました。 

               新型コロナウイルス感染症対策として、

現在は入館者を制限しています。 

               議員からは、農産物直売場の入り口の問

題や品揃えなどの意見が出されました。 

 沼田市歴史資料館で、「真田宝物館収蔵品展」が１２

月１８日まで開かれています。 

 今回の企画展では、長野市松代 

町の真田宝物館から、松代真田氏 

２代藩主信政所用と伝えられてい 

る「黒糸毛引威二枚胴具足」など 

貴重な収蔵品が展示されています。 

 １１月２２日午後１時３０分か 

ら、記念講演会が開催されます。 

 日本共産党演説会が８日、前橋市で開かれ塩川鉄也衆

議院議員が総選挙での日本共産党の躍進と野党連合政

権の実現、前橋市議選への協力を訴えました。 

 塩川衆議院議員は、日本学術会議の任命拒否問題や新

型コロナウイルス対策など

にふれ、憲法に基づき命やく

らしが大切にされる政治に

変えようと呼びかけました。 

             演説会では、前橋市議選の

予定候補も訴えました。 

 市議会経済建設常任委員会は５日、市議会としてはじめとなるインター

ネットのＺoom を使って、新潟県村上市の「歴史資源を活用したまちづく

り」についての行政調査をおこないました。 

 インターネットを沼田市と村上市で結び、事前に沼田市議会から送った

質問項目に村上市の担当者から写真などを使っ 

た事業の取り組み、市民のごイイ形成、年間の 

事業費、観光客数などの説明を受けました。 

 村上市の「歴史資源を活用したまちづくり」 

事業は、古い街並みの保存や建物整備、景観形 

成などを市民協働ですすめられていました。 

 

 


